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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　貨幣類、通帳、ＩＤカードおよび鍵を含む被管理物の保管を行う保管手段を管理種別毎
に有してフロア上に設置される重要物管理装置と、
　該重要物管理装置に通信可能に接続されるとともに前記被管理物のうちの貨幣類を取り
扱う出納機とを有する重要物管理システムであって、
　前記重要物管理装置は、
　入力された識別情報に基づいて使用者を特定する管理装置使用者特定手段と、
　該管理装置使用者特定手段の特定結果に基づいて前記保管手段に対する前記被管理物の
取り出しおよび投入の可否を制御する制御手段と、
　前記保管手段内に保管される前記貨幣類の保管手段在高データを記憶する管理装置記憶
手段と、を有し、
　前記出納機は、
　前記保管手段在高データを記憶する出納機記憶手段を有し、
　前記重要物管理装置および前記出納機には、前記管理装置記憶手段の前記保管手段在高
データと前記出納機記憶手段の前記保管手段在高データとを連携させて一致させる在高デ
ータ連携手段が設けられており、
　前記重要物管理装置は、
　前記保管手段に対する前記貨幣類の取り出しおよび投入の金額データが入力されるとと
もに前記管理装置記憶手段の前記保管手段在高データを前記金額データに基づいて更新す
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る管理装置入力手段と、
　前記更新後の前記保管手段在高データまたは前記保管手段在高データの前記更新前後の
差分データを送信データとして前記出納機に送信する管理装置送信手段と、を有し、
　前記出納機は、
　前記送信データを受信する出納機受信手段と、
　前記送信データに基づいて前記出納機記憶手段の前記保管手段在高データを更新する出
納機更新手段と、を有し、
　これら管理装置入力手段、管理装置送信手段、出納機受信手段および出納機更新手段が
、前記在高データ連携手段を構成し、
　管理種別毎の前記保管手段は、それぞれコンポーネント化されており、前記重要物管理
装置は、コンポーネント化された複数個の前記保管手段が選択的に組み合わせられて一体
に構成されてなる組立体を備えていることを特徴とする重要物管理システム。
【請求項２】
　貨幣類、通帳、ＩＤカードおよび鍵を含む被管理物の保管を行う保管手段を管理種別毎
に有してフロア上に設置される重要物管理装置と、
　該重要物管理装置に通信可能に接続されるとともに前記被管理物のうちの貨幣類を取り
扱う出納機とを有する重要物管理システムであって、
　前記重要物管理装置は、
　入力された識別情報に基づいて使用者を特定する管理装置使用者特定手段と、
　該管理装置使用者特定手段の特定結果に基づいて前記保管手段に対する前記被管理物の
取り出しおよび投入の可否を制御する制御手段と、
　前記保管手段内に保管される前記貨幣類の保管手段在高データを記憶する管理装置記憶
手段と、を有し、
　前記出納機は、
　前記保管手段在高データを記憶する出納機記憶手段を有し、
　前記重要物管理装置および前記出納機には、前記管理装置記憶手段の前記保管手段在高
データと前記出納機記憶手段の前記保管手段在高データとを連携させて一致させる在高デ
ータ連携手段が設けられており、
　前記出納機は、
　前記保管手段に対する前記貨幣類の取り出しおよび投入の金額データが入力されるとと
もに前記出納機記憶手段の前記保管手段在高データを前記金額データに基づいて更新する
出納機入力手段と、
　前記更新後の前記保管手段在高データまたは前記保管手段在高データの前記更新前後の
差分データを送信データとして前記重要物管理装置に送信する出納機送信手段と、を有し
、
　前記重要物管理装置は、
　前記送信データを受信する管理装置受信手段と、
　前記送信データに基づいて前記管理装置記憶手段の前記保管手段在高データを更新する
管理装置更新手段と、を有し、
　これら出納機入力手段、出納機送信手段、管理装置受信手段および管理装置更新手段が
、前記在高データ連携手段を構成し、
　管理種別毎の前記保管手段は、それぞれコンポーネント化されており、前記重要物管理
装置は、コンポーネント化された複数個の前記保管手段が選択的に組み合わせられて一体
に構成されてなる組立体を備えていることを特徴とする重要物管理システム。
【請求項３】
　前記出納機は、
　入力された識別情報に基づいて使用者を特定する出納機使用者特定手段を有し、
　前記出納機入力手段には前記金額データが管理種別毎に入力され、
　前記出納機送信手段は、前記識別情報に関連付けて前記管理種別毎の金額データを前記
送信データとして前記重要物管理装置に送信することになり、
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　前記重要物管理装置は、
　前記管理装置使用者特定手段が入力された識別情報に基づいて使用者を特定すると、前
記送信データから当該使用者の識別情報に関連付けられた前記管理種別毎の金額データを
表示する表示手段と、
　該表示手段に表示された管理種別の中から管理種別が選択入力される選択入力手段と、
を有し、
　前記制御手段は、前記選択入力手段に入力された管理種別に基づいて前記保管手段に対
する前記被管理物の取り出しおよび投入の可否を制御することを特徴とする請求項２記載
の重要物管理システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、重要物を保管する重要物管理装置と、重要物としての貨幣類を処理する出納
機とを有する重要物管理システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　金融機関等においては、建屋に専用の金庫室を設け、この金庫室に重要物を保管するの
が一般的であり、その中には、金庫室を移動可能な金庫函体で覆う技術がある（例えば、
特許文献１参照）。
【０００３】
　しかしながら、専用の金庫室を建屋に構築するには、高額な設置コストが必要となって
しまう。また、金庫室は密室状態となるため、セキュリティ上、専用の監視カメラシステ
ムが必要であり、管理コストも増大してしまう。
【０００４】
　このため、本出願人は、低コストで重要物を管理できる重要物管理装置の提供を目的と
して先の出願を行っている（特願２０１０－１１３２６８号）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特公昭６１－３０１１６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、重要物管理装置において、貨幣および小切手・証券類等の金券からなる貨幣
類の取り出しおよび投入により変動する在高データを、それ自体は勿論、出納機でも管理
しようとした場合、貨幣類の取り出しおよび投入の度に、重要物管理装置および出納機の
両方で在高データを手直ししなければならず、手間がかかってしまうことになる。
【０００７】
　したがって、本発明は、手間をかけることなく重要物管理装置の貨幣類の在高データを
重要物管理装置および出納機の両方で管理することができる重要物管理システムの提供を
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、請求項１，２に係る発明は、貨幣類、通帳、ＩＤカードお
よび鍵を含む被管理物の保管を行う保管手段を管理種別毎に有してフロア上に設置される
重要物管理装置と、該重要物管理装置に通信可能に接続されるとともに前記被管理物のう
ちの貨幣類を取り扱う出納機とを有する重要物管理システムであって、前記重要物管理装
置は、入力された識別情報に基づいて使用者を特定する管理装置使用者特定手段と、該管
理装置使用者特定手段の特定結果に基づいて前記保管手段に対する前記被管理物の取り出
しおよび投入の可否を制御する制御手段と、前記保管手段内に保管される前記貨幣類の保
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管手段在高データを記憶する管理装置記憶手段と、を有し、前記出納機は、前記保管手段
在高データを記憶する出納機記憶手段を有し、前記重要物管理装置および前記出納機には
、前記管理装置記憶手段の前記保管手段在高データと前記出納機記憶手段の前記保管手段
在高データとを連携させて一致させる在高データ連携手段が設けられていることを特徴と
する。
【０００９】
　請求項１に係る発明は、前記重要物管理装置は、前記保管手段に対する前記貨幣類の取
り出しおよび投入の金額データが入力されるとともに前記管理装置記憶手段の前記保管手
段在高データを前記金額データに基づいて更新する管理装置入力手段と、前記更新後の前
記保管手段在高データまたは前記保管手段在高データの前記更新前後の差分データを送信
データとして前記出納機に送信する管理装置送信手段と、を有し、前記出納機は、前記送
信データを受信する出納機受信手段と、前記送信データに基づいて前記出納機記憶手段の
前記保管手段在高データを更新する出納機更新手段と、を有し、これら管理装置入力手段
、管理装置送信手段、出納機受信手段および出納機更新手段が、前記在高データ連携手段
を構成し、管理種別毎の前記保管手段は、それぞれコンポーネント化されており、前記重
要物管理装置は、コンポーネント化された複数個の前記保管手段が選択的に組み合わせら
れて一体に構成されてなる組立体を備えていることを特徴とする。
【００１０】
　請求項２に係る発明は、前記出納機は、前記保管手段に対する前記貨幣類の取り出しお
よび投入の金額データが入力されるとともに前記出納機記憶手段の前記保管手段在高デー
タを前記金額データに基づいて更新する出納機入力手段と、前記更新後の前記保管手段在
高データまたは前記保管手段在高データの前記更新前後の差分データを送信データとして
前記重要物管理装置に送信する出納機送信手段と、を有し、前記重要物管理装置は、前記
送信データを受信する管理装置受信手段と、前記送信データに基づいて前記管理装置記憶
手段の前記保管手段在高データを更新する管理装置更新手段と、を有し、これら出納機入
力手段、出納機送信手段、管理装置受信手段および管理装置更新手段が、前記在高データ
連携手段を構成し、管理種別毎の前記保管手段は、それぞれコンポーネント化されており
、前記重要物管理装置は、コンポーネント化された複数個の前記保管手段が選択的に組み
合わせられて一体に構成されてなる組立体を備えていることを特徴とする。
【００１１】
　請求項３に係る発明は、請求項２に係る発明において、前記出納機は、入力された識別
情報に基づいて使用者を特定する出納機使用者特定手段を有し、前記出納機入力手段には
前記金額データが管理種別毎に入力され、前記出納機送信手段は、前記識別情報に関連付
けて前記管理種別毎の金額データを前記送信データとして前記重要物管理装置に送信する
ことになり、前記重要物管理装置は、前記管理装置使用者特定手段が入力された識別情報
に基づいて使用者を特定すると、前記送信データから当該使用者の識別情報に関連付けら
れた前記管理種別毎の金額データを表示する表示手段と、該表示手段に表示された管理種
別の中から管理種別が選択入力される選択入力手段と、を有し、前記制御手段は、前記選
択入力手段に入力された管理種別に基づいて前記保管手段に対する前記被管理物の取り出
しおよび投入の可否を制御することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　請求項１，２に係る発明によれば、重要物管理装置および出納機に設けられた在高デー
タ連携手段が、重要物管理装置に設けられた管理装置記憶手段の保管手段在高データと、
出納機に設けられた出納機記憶手段の保管手段在高データとを連携させて一致させるため
、重要物管理装置および出納機のいずれか一方で保管手段在高データを手直しすれば、他
方は自動的に一致した保管手段在高データとなる。したがって、手間をかけることなく重
要物管理装置の貨幣類の在高データを重要物管理装置および出納機の両方で管理すること
ができる。
　管理種別毎の保管手段が、それぞれコンポーネント化されており、複数個の保管手段が
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選択的に組み合わせられて構成されるため、顧客毎に異なる要望に応じた管理種別の保管
手段を装備することが容易にできる。
【００１４】
　請求項１に係る発明によれば、管理装置入力手段は、保管手段に対する貨幣類の取り出
しおよび投入の金額データが入力されると、管理装置記憶手段の保管手段在高データをこ
の金額データに基づいて更新する。そして、管理装置送信手段が、更新後の保管手段在高
データまたは保管手段在高データの更新前後の差分データを送信データとして出納機に送
信することになり、出納機は、出納機受信手段がこの送信データを受信する。すると、出
納機更新手段がこの送信データに基づいて出納機記憶手段の保管手段在高データを更新す
る。このように、重要物管理装置側で貨幣類の取り出しおよび投入の金額データを入力す
れば、管理装置記憶手段の保管手段在高データと出納機記憶手段の保管手段在高データと
が更新されるため、手間をかけることなく重要物管理装置の貨幣類の在高データを重要物
管理装置および出納機の両方で管理することができる。
【００１５】
　請求項２に係る発明によれば、出納機入力手段は、保管手段に対する貨幣類の取り出し
および投入の金額データが入力されると、出納機記憶手段の保管手段在高データをこの金
額データに基づいて更新する。そして、出納機送信手段が、更新後の保管手段在高データ
または保管手段在高データの更新前後の差分データを送信データとして重要物管理装置に
送信することになり、重要物管理装置は、管理装置受信手段がこの送信データを受信する
。すると、管理装置更新手段がこの送信データに基づいて管理装置記憶手段の保管手段在
高データを更新する。このように、出納機側で貨幣類の取り出しおよび投入の金額データ
を入力すれば、出納機記憶手段の保管手段在高データと管理装置記憶手段の保管手段在高
データとが更新されるため、手間をかけることなく重要物管理装置の貨幣類の在高データ
を重要物管理装置および出納機の両方で管理することができる。
【００１６】
　請求項３に係る発明によれば、出納機入力手段は、金額データが管理種別毎に入力され
ると、出納機記憶手段の保管手段在高データをこの金額データに基づいて更新する。そし
て、出納機送信手段が、この管理種別毎の金額データを、更新後の保管手段在高データま
たは保管手段在高データの更新前後の差分データとともに、使用者を特定する識別情報に
関連付けて送信データとして重要物管理装置に送信することになり、重要物管理装置は、
管理装置受信手段がこの送信データを受信する。すると、重要物管理装置では、管理装置
更新手段がこの送信データに基づいて管理装置記憶手段の保管手段在高データを更新する
とともに、管理装置使用者特定手段が入力された識別情報に基づいて使用者を特定すると
、表示手段が、送信データから当該使用者の識別情報に関連付けられた管理種別毎の金額
データを表示する。そして、選択入力手段に表示手段に表示された管理種別の中から管理
種別が選択入力されると、制御手段が、この選択入力手段に入力された管理種別に基づい
て保管手段に対する被管理物の取り出しおよび投入の可否を制御する。よって、複数の管
理種別の金額データがある場合に、使用者は、表示手段の表示にしたがって管理種別を選
択入力して、制御手段で被管理物の取り出しおよび投入が可に制御された保管手段に対し
て被管理物である貨幣類の取り出しあるいは投入を行い、次の管理種別を選択入力して、
制御手段で被管理物の取り出しおよび投入が可に制御された保管手段に対して被管理物で
ある貨幣類の取り出しあるいは投入を行うといった作業を繰り返すことで、出納機に入力
された複数の管理種別の貨幣類を重要物管理装置にて一度に処理することができる。つま
り、出納機への入力と重要物管理装置での貨幣類の取り出しあるいは投入とを管理種別毎
に繰り返す必要がなくなる。したがって、重要物管理装置での貨幣類の取り出しあるいは
投入作業の作業性が大幅に向上する。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の各実施形態に係る重要物管理システムの設置状態を示す平面図である。
【図２】本発明の各実施形態に係る重要物管理システムの重要物管理装置を示す正面図で
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ある。
【図３】本発明の各実施形態に係る重要物管理システムの重要物管理装置および被管理物
等を示すブロック図である。
【図４】本発明の各実施形態に係る重要物管理システムの出納機を示す斜視図である。
【図５】本発明の各実施形態に係る重要物管理システムの出納機を示すブロック図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　本発明の第１実施形態に係る重要物管理システムを図面を参照して以下に説明する。
　第１実施形態に係る重要物管理システム１は、図１に示すように、金融機関等の店舗の
建屋２の例えば執務室３のフロア４上に別途設置されるオープン型の重要物管理装置１１
と、同じく執務室３のフロア４上に別途設置される出納機１５とを有している。これら重
要物管理装置１１と出納機１５とは通信ケーブル１６を介して互いに通信可能に接続され
ている。なお、設置の形態はこれに限られるものではなく、例えば、重要物管理装置１１
と出納機１５とを建屋２の別の部屋に設置する等の変更も可能である。
【００２０】
　建屋２の例えば顧客対応室５のフロア６上には、テラーが使用する窓口機１７および顧
客が使用するＡＴＭ１９が別途設置されており、出納機１５は、各窓口機１７に通信ケー
ブル１８を介して通信可能に接続されており、各ＡＴＭ１９にも通信ケーブル２０を介し
て通信可能に接続されている。
【００２１】
　重要物管理装置１１は、図２に示すように、コンポーネント化された複数個の耐火構造
の保管体（保管手段）２１が選択的に組み合わせられて一体に構成されてなる組立体２２
を備えている。保管体２１は、図３に示す被管理物２３の保管を行うもので、管理種別毎
に設けられている。保管体２１は、大小異なる二つの大きさのものがあり、大きいものに
は、縦長および横長の二種類がある。
【００２２】
　具体的に、組立体２２は、図２に示すように、前面側に引き出される引き出し式であっ
て被管理物２３としての図３に示す通帳収納袋２３（ａ）を収納する保管部２４（Ａ）が
上下に二段設けられた小の保管体２１（Ａ）と、前面側に引き出される引き出し式であっ
て被管理物２３としての大束収納袋２３（ｂ）、小束収納袋２３（ｃ）、棒金収納袋２３
（ｄ）および紙幣収納袋２３（ｏ）を収納する保管部２４（Ｂ）が上下に二段設けられた
横長の大の保管体２１（Ｂ）と、前面側に引き出される引き出し式であって被管理物２３
としての硬貨収納袋２３（ｅ）を収納する保管部２４（Ｃ）が上下に二段設けられた横長
の大の保管体２１（Ｃ）とを有している。
【００２３】
　通帳収納袋２３（ａ）には、一つに複数冊の通帳が収納可能であり、複数の保管部２４
（Ａ）には、それぞれに複数の通帳収納袋２３（ａ）が収納可能となっている。また、大
束収納袋２３（ｂ）には、一つに複数個の大束紙幣が収納可能であり、小束収納袋２３（
ｃ）には、一つに複数束の小束紙幣が収納可能であり、棒金収納袋２３（ｄ）には、一つ
に複数本の棒金硬貨が収納可能であり、紙幣収納袋２３（ｏ）には、一つに複数枚のバラ
紙幣が収納可能となっている。複数の保管部２４（Ｂ）には、これらが適宜組み合わせら
れて複数収納されるようになっている。硬貨収納袋２３（ｅ）には、一つに複数枚のバラ
硬貨が収納可能であり、複数の保管部２４（Ｃ）には、それぞれに複数の硬貨収納袋２３
（ｅ）が収納可能となっている。
【００２４】
　また、組立体２２は、個々に対応する被管理物２３としての鍵２３（ｆ）を保持する保
管部２４（Ｄ）が前面側に複数設けられた小の保管体２１（Ｄ）と、前面側に引き出され
る引き出し式であって個々に対応する被管理物２３としてのＩＤカード２３（ｇ）を収納
する保管部２４（Ｅ）が複数設けられた小の保管体２１（Ｅ）と、前面側に引かれて揺動
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する片側扉式であって、図示略の鍵を保持する鍵保持部が複数設けられた被管理物２３と
しての鍵管理機２３（ｈ）を収納する保管部２４（Ｆ）が一カ所のみ設けられた縦長の大
の保管体２１（Ｆ）とを有している。
【００２５】
　また、組立体２２は、前面側に引き出される引き出し式の保管部２４（Ｈ）が上下に二
段設けられた小の保管体２１（Ｈ）を有している。保管部２４（Ｈ）には、被管理物２３
としての図３に示す金券収納袋２３（ｉ）が収納可能となっている。金券収納袋２３（ｉ
）には、一つに複数枚の小切手・証券類等の金券が収納可能であり、保管部２４（Ｈ）に
は、複数の金券収納袋２３（ｉ）が収納可能となっている。
【００２６】
　また、組立体２２は、前面側に引かれて揺動する片側扉式の保管部２４（Ｇ）が一カ所
のみ設けられた小の保管体２１（Ｇ）と、前面側に引かれて揺動する両側扉式の保管部２
４（Ｉ）が一カ所のみ設けられた小の保管体２１（Ｉ）と、前面側に引かれて揺動する扉
式および前面側に引き出される引き出し式の二種類の保管部２４（Ｊ）が組み合わされた
小の保管体２１（Ｊ）と、前面側に引かれて揺動する片側扉式の保管部２４（Ｋ）が一カ
所のみ設けられた縦長の大の保管体２１（Ｋ）と、前面側に引き出される引き出し式の保
管部２４（Ｌ）が上下に二段設けられた縦長の大の保管体２１（Ｌ）とを有している。
【００２７】
　ここで、小の保管体２１は、正面視正方形をなしており、大の保管体２１は、小の保管
体２１と奥行きは同じであるものの、その一つが、小の保管体２１を複数、具体的には二
つ組み合わせたものと正面視が同じ大きさとなっている。よって、大の縦長の保管体２１
に対して同じ高さ範囲に二つの小の保管体２１を上下に配置するとこれらの高さが一致す
ることになり、大の横長の保管体２１に対して同じ幅範囲に二つの小の保管体２１を左右
に配置するとこれらの幅が一致することになる。保管体２１は、少なくとも大小異なる二
つの大きさのものがあれば良く、例えば、大小異なる三つ以上の大きさのものがあっても
良い。大小異なる三つの大きさの保管体２１がある場合、大の保管体２１を小の保管体２
１の三つを並べた大きさとし、中の保管体２１を小の保管体２１の二つを並べた大きさと
したり、大の保管体２１を小の保管体２１の四つを並べた大きさとし、中の保管体２１を
小の保管体２１の二つを並べた大きさとしたりすることができる。
【００２８】
　各保管部２４には、それぞれを閉状態でロックする電磁式の図３に示すロック機構２７
が設けられており、このロック機構２７は、ロック解除信号が入力されると保管部２４を
開放可能にロックを解除する一方、ロック信号が入力されると保管部２４を閉状態でロッ
クする。また、各保管部２４には、それぞれの開閉状態を検出する開閉検知センサ２８が
設けられている。
【００２９】
　また、各被管理物２３には、それぞれを識別するための識別情報が記憶されたＩＣタグ
２９が貼付されており、各保管部２４には、それぞれ、各保管部２４内にあるＩＣタグ２
９のみから識別情報を読み出すＩＣタグリーダ３０が設けられている。つまり、このＩＣ
タグリーダ３０は、被管理物２３に設けられたＩＣタグ２９の識別情報の読み出しの有無
により、保管体２１の各保管部２４の個々の被管理物２３の保管の有無の判定および被管
理物２３の特定を行う。
【００３０】
　具体的に、通帳収納袋２３（ａ）にはＩＣタグ２９（ａ）が貼付されており、通帳収納
袋２３（ａ）を保管する保管体２１（Ａ）の各保管部２４（Ａ）には、それぞれロック機
構２７（Ａ）、開閉検知センサ２８（Ａ）およびＩＣタグリーダ３０（Ａ）が設けられて
いる。同様に、大束紙幣を収納する大束収納袋２３（ｂ）にはＩＣタグ２９（ｂ）が、小
束紙幣を収納する小束収納袋２３（ｃ）にはＩＣタグ２９（ｃ）が、棒金硬貨を収納する
棒金収納袋２３（ｄ）にはＩＣタグ２９（ｄ）が、バラ紙幣を収納する紙幣収納袋２３（
ｏ）にはＩＣタグ２９（ｏ）が、それぞれ貼付されており、これらを保管する各保管部２
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４（Ｂ）には、それぞれロック機構２７（Ｂ）、開閉検知センサ２８（Ｂ）およびＩＣタ
グリーダ３０（Ｂ）が設けられている。同様に、硬貨収納袋２３（ｅ）にはＩＣタグ２９
（ｅ）が貼付されており、硬貨収納袋２３（ｅ）を保管する各保管部２４（Ｃ）には、そ
れぞれロック機構２７（Ｃ）、開閉検知センサ２８（Ｃ）およびＩＣタグリーダ３０（Ｃ
）が設けられている。
【００３１】
　鍵２３（ｆ）にはＩＣタグ２９（ｆ）が貼付されており、鍵２３（ｆ）を保管する各保
管部２４（Ｄ）には、それぞれ鍵２３（ｆ）を装着状態である閉状態でロックするロック
機構２７（Ｄ）、装着状態である閉状態にあるか取り外し可能な開状態にあるかを検知す
る開閉検知センサ２８（Ｄ）およびＩＣタグリーダ３０（Ｄ）が設けられている。
【００３２】
　ＩＤカード２３（ｇ）にはＩＣタグ２９（ｇ）が貼付されており、ＩＤカード２３（ｇ
）を保管する各保管部２４（Ｅ）には、それぞれロック機構２７（Ｅ）、開閉検知センサ
２８（Ｅ）およびＩＣタグリーダ３０（Ｅ）が設けられている。鍵管理機２３（ｈ）には
ＩＣタグ２９（ｈ）が貼付されており、鍵管理機２３（ｈ）を保管する保管部２４（Ｆ）
には、ロック機構２７（Ｆ）、開閉検知センサ２８（Ｆ）およびＩＣタグリーダ３０（Ｆ
）が設けられている。
【００３３】
　金券収納袋２３（ｉ）には、ＩＣタグ２９（ｉ）が貼付されており、金券収納袋２３（
ｉ）を保管する保管部２４（Ｈ）には、ロック機構２７（Ｈ）、開閉検知センサ２８（Ｈ
）およびＩＣタグリーダ３０（Ｈ）が設けられている。
【００３４】
　同様にして、保管体２１（Ｇ）の保管部２４（Ｇ）には、それぞれロック機構２７（Ｇ
）、開閉検知センサ２８（Ｇ）およびＩＣタグリーダ３０（Ｇ）が設けられ、保管部２４
（Ｇ）に保管される被管理物２３（ｊ）には、ＩＣタグ２９（ｊ）が貼付されている。保
管体２１（Ｉ）の保管部２４（Ｉ）には、それぞれロック機構２７（Ｉ）、開閉検知セン
サ２８（Ｉ）およびＩＣタグリーダ３０（Ｉ）が設けられ、保管部２４（Ｉ）に保管され
る被管理物２３（ｋ）には、ＩＣタグ２９（ｋ）が貼付されている。保管体２１（Ｊ）の
保管部２４（Ｊ）には、それぞれロック機構２７（Ｊ）、開閉検知センサ２８（Ｊ）およ
びＩＣタグリーダ３０（Ｊ）が設けられ、保管部２４（Ｊ）に保管される被管理物２３（
ｌ）には、ＩＣタグ２９（ｌ）が貼付されている。保管体２１（Ｋ）の保管部２４（Ｋ）
には、それぞれロック機構２７（Ｋ）、開閉検知センサ２８（Ｋ）およびＩＣタグリーダ
３０（Ｋ）が設けられ、保管部２４（Ｋ）に保管される被管理物２３（ｍ）には、ＩＣタ
グ２９（ｍ）が貼付されている。保管体２１（Ｌ）の保管部２４（Ｌ）には、それぞれロ
ック機構２７（Ｌ）、開閉検知センサ２８（Ｌ）およびＩＣタグリーダ３０（Ｌ）が設け
られ、保管部２４（Ｌ）に保管される被管理物２３（ｎ）には、ＩＣタグ２９（ｎ）が貼
付されている。
【００３５】
　また、重要物管理装置１１は、前面側に、使用者により操作入力が行われる操作部（管
理装置使用者特定手段，管理装置入力手段，在高データ連携手段）３５および使用者に表
示を行う液晶画面等からなる表示部（表示手段）３６を有し、重要物管理装置１１を制御
する制御部（管理装置使用者特定手段，制御手段，管理装置入力手段，在高データ連携手
段）３７と、制御プログラム等を記憶するＲＯＭ３８と、重要物管理装置１１の各保管部
２４内に保管される貨幣類の在高データ（保管手段在高データ）等を記憶するＲＡＭ（管
理装置記憶手段）３９とを内蔵する図２に示す一つの制御ユニット４０を有している。こ
の制御ユニット４０は、操作部３５、表示部３６、制御部３７、ＲＯＭ３８およびＲＡＭ
３９を一体に有してコンポーネント化されており、小の保管体２１と正面視で同じ大きさ
をなしている。そして、重要物管理装置１１は、この一つの制御ユニット４０に複数個の
保管体２１が選択的に組み合わせられて構成されるようになっている。操作部３５は、キ
ーボード４１およびカードリーダ４２を有している。また、制御ユニット４０は、上記し
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た通信ケーブル１６を介して出納機１５との間でデータを送受信する送受信部（管理装置
送信手段，在高データ連携手段）４３を有している。
【００３６】
　また、重要物管理装置１１は、小の保管体２１と同じ大きさにコンポーネント化された
フリー空間形成体４５を有している。ここで、重要物管理装置１１は、上記した制御ユニ
ット４０に複数個の保管体２１が選択的に組み合わせられて全体として正面視が矩形状を
なすことになり、その際に、制御ユニット４０も保管体２１も配置されない部分を埋める
ようにフリー空間形成体４５が配置される。フリー空間形成体４５は枠状をなしており、
内側が空間となっている。フリー空間形成体４５が配置されたスペースには、これと交換
する形で、後に保管体２１を追加可能となっている。
【００３７】
　そして、制御ユニット４０と、複数個の保管体２１およびフリー空間形成体４５の適宜
のものとが、前面を揃えた状態で、隣り合うもの同士が図示略の連結具で連結されること
で、正面視矩形状をなす組立体２２が組み上がることになる。
【００３８】
　具体的に、図２に示す組立体２２には、通帳収納袋２３（ａ）を収納する小の保管体２
１（Ａ）が正面から見て左側の上側に上下二段に設けられており、その下側に縦長の大の
保管体２１（Ｌ）が一つ設けられている。また、これら保管体２１（Ａ）および保管体２
１（Ｌ）の右隣に、縦長の大の保管体２１（Ｋ）が上下二段に設けられ、これらの右隣に
、上側から順に、制御ユニット４０、フリー空間形成体４５、小の保管体２１（Ｈ）、小
の保管体２１（Ｇ）が設けられている。また、これらの右隣に、上側から順に、小の保管
体２１（Ｄ）、小の保管体２１（Ｅ）、小の保管体２１（Ｊ）、小の保管体２１（Ｉ）が
設けられ、これらの右隣に、上側から順に、小の保管体２１（Ｄ）、小の保管体２１（Ｅ
）、横長の大の保管体２１（Ｂ）、横長の大の保管体２１（Ｃ）が設けられている。小の
保管体２１（Ｄ）、小の保管体２１（Ｅ）の右隣であって、横長の大の保管体２１（Ｂ）
の上側に、縦長の大の保管体２１（Ｆ）が設けられている。
【００３９】
　さらに、この組立体２２の後側には、各保管体２１と制御ユニット４０とを通信可能に
接続する通信ケーブル等を配索するための図１に示す配索スペース形成カバー４７が図示
略の連結具で一体的に取り付けられており、これら組立体２２および配索スペース形成カ
バー４７で重要物管理装置１１が構成されている。なお、高さおよび横幅の異なる配索ス
ペース形成カバー４７が複数種類準備されることになり、いずれかの配索スペース形成カ
バー４７と正面視の大きさが合うように、制御ユニット４０と、複数個の保管体２１とを
組み合わせ、必要によりフリー空間形成体４５をも組み合わせる。例えば、図２に示す、
小の保管体２１の四つ分の高さおよび小の保管体２１六つ分の幅を有する組立体２２の背
面を覆う、小の保管体２１の四つ分の高さおよび小の保管体２１の六つ分の幅を有する図
１に示す配索スペース形成カバー４７の他に、例えば、小の保管体２１の四つ分の高さお
よび小の保管体２１の五つ分の幅を有する配索スペース形成カバー４７、小の保管体２１
の四つ分の高さおよび小の保管体２１の四つ分の幅を有する配索スペース形成カバー４７
、小の保管体２１の四つ分の高さおよび小の保管体２１の三つ分の幅を有する配索スペー
ス形成カバー４７、小の保管体２１の三つ分の高さおよび小の保管体２１の六つ分の幅を
有する配索スペース形成カバー４７等を、必要に応じて準備する。
【００４０】
　上記のようにして組み立てられた重要物管理装置１１が配索スペース形成カバー４７を
壁に近接させて例えば執務室３のフロア４上に設置されることになり、これにより、重要
物管理装置１１の制御ユニット４０の前面および複数個の保管体２１の前面が執務室３の
室内側に向いて設置されることになる。なお、重要物管理装置１１は必要により下部に転
動ロック付きのキャスタ４８が取り付けられることになり、フロア４上での移設が可能に
なっている。
【００４１】
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　図１に示す出納機１５は、被管理物２３のうちの紙幣、硬貨および金券等の貨幣類を取
り扱うもので、金融機関等の店舗に設置されて店舗全体の貨幣処理を管理するものである
。出納機１５は、例えば、大口顧客に対する係員による入金、出金等の取引処理、係員に
よる渉外先への持ち出し金の出金処理や、渉外先からの持ち帰り金の入金処理、さらには
、営業終了後の金融機関店舗全体での入出金状況の締め上げ管理等を行うものである。
【００４２】
　図４に示すように、出納機１５は、紙幣についての入出金処理等を行う紙幣処理装置５
５と、紙幣の特に新券についての出金処理等を行う新券処理装置５６と、硬貨についての
入出金処理等を行う硬貨処理装置５７とが左右に並設されて構成されている。
【００４３】
　紙幣処理装置５５は、その前面側の上部に、機外からバラ紙幣が投入されるとともに機
内から出金用のバラ紙幣が繰り出されるバラ紙幣入出金口６０が設けられている。バラ紙
幣入出金口６０の下側には、入金処理で受け付け不可と判定された入金リジェクト紙幣が
機内から繰り出される入金リジェクト口６１が設けられている。バラ紙幣入出金口６０よ
りも上側には、機内でバラ紙幣を所定枚数集積して結束してなる小束紙幣を機外に取り出
し可能とする束出金口６２が設けられている。
【００４４】
　新券処理装置５６には、その前面側の上部に、機内から出金用の新券のバラ紙幣が繰り
出される新券出金口６５が設けられている。
【００４５】
　硬貨処理装置５７は、その前面側の上部に、機外からバラ硬貨が投入されるバラ硬貨入
金口６８が設けられている。バラ硬貨入金口６８の下側には、入金処理で受け付け不可と
判定された入金リジェクト硬貨が機内から繰り出される入金リジェクト口６９が設けられ
ている。入金リジェクト口６９の下側には、機内から出金用のバラ硬貨が繰り出されるバ
ラ硬貨出金口７０が設けられている。前面側の上部には、機内でバラ硬貨を所定枚数集積
して包装してなる棒金硬貨を機外に取り出し可能とする棒金出金口７１が設けられている
。
【００４６】
　出納機１５は、硬貨処理装置５７の上部に、使用者により操作入力が行われる操作部７
５と、使用者に表示を行う液晶画面等からなる表示部７６とを有しており、操作部７５は
、キーボード８１およびカードリーダ８２を有している。出納機１５は、図５に示すよう
に、出納機１５を制御する制御部（出納機更新手段，在高データ連携手段）７７と、制御
プログラム等を記憶するＲＯＭ７８と、出納機１５内の在高データ等を記憶するＲＡＭ（
出納機記憶手段）７９と、上記した通信ケーブル１６を介して重要物管理装置１１との間
でデータを送受信する送受信部（出納機受信手段，在高データ連携手段）８０を有してい
る。送受信部８０は、通信ケーブル１８を介して店舗内のすべての窓口機１７との間でデ
ータを送受信可能となっており、通信ケーブル２０を介して店舗内のすべてのＡＴＭ１９
との間でデータを送受信可能となっている。
【００４７】
　出納機１５のＲＡＭ７９には、出納機１５内の在高データを記憶する出納機在高記憶領
域８５と、重要物管理装置１１の各保管部２４内に保管される貨幣類の在高データ（保管
手段在高データ）を記憶する管理装置在高記憶領域８６と、店舗内すべての窓口機１７の
それぞれの貨幣類の在高データを記憶する窓口機在高記憶領域８７と、店舗内すべてのＡ
ＴＭ１９のそれぞれの貨幣類の在高データを記憶するＡＴＭ在高記憶領域８８と、重要物
管理装置１１、窓口機１７およびＡＴＭ１９のいずれにも装填されずに手元管理される貨
幣類の在高データを記憶する手元管理在高記憶領域８９とを有している。
【００４８】
　つまり、出納機１５の制御部７７は、出金および入金で変動する出納機１５内の貨幣類
の在高データを出納機在高記憶領域８５に記憶するとともに、重要物管理装置１１から送
信され送受信部８０で受信した重要物管理装置１１内の貨幣類の在高データを管理装置在
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高記憶領域８６に記憶し、各窓口機１７から送信され送受信部８０で受信した各窓口機１
７内の貨幣類の在高データを窓口機在高記憶領域８７に記憶し、各ＡＴＭ１９から送信さ
れ送受信部８０で受信した各ＡＴＭ１９内の貨幣類の在高データをＡＴＭ在高記憶領域８
８に記憶し、出納機１５から出金および入金される際に操作部７５に入力される手元管理
の貨幣類の在高データを手元管理在高記憶領域８９に記憶する。これにより、出納機１５
は、店舗内のすべての貨幣類の在高データを一元管理するようになっている。
【００４９】
　重要物管理装置１１においては、入出処理の実行に当たって、使用者が操作部３５に使
用者識別情報を入力することになる。この使用者識別情報の入力は、キーボード４１への
使用者ＩＤ番号の入力や、カードリーダ４２への使用者ＩＤカードの走査によって行われ
る。使用者識別情報が入力されると、制御部３７は、ＲＡＭ３９と照らし合わせてこの入
力された使用者識別情報と一致する使用者識別情報がＲＡＭ３９に記憶されているか否か
を判断する。制御部３７は、入力された使用者識別情報と一致する使用者識別情報がＲＡ
Ｍ３９に記憶されていなければ、入力された使用者識別情報が適正でない旨を表示部３６
に表示させる。
【００５０】
　制御部３７は、入力された使用者識別情報と一致する使用者識別情報がＲＡＭ３９に記
憶されていれば、使用者がこの使用者識別情報を有する使用者であることを特定すること
になり、この特定された使用者識別情報に関連付けてＲＡＭ３９に記憶されている取り出
しおよび投入可能な被管理物２３の管理種別を読み出し、これら管理種別の中から、使用
者に取り出しあるいは投入する被管理物２３の管理種別の選択入力を促す表示を表示部３
６に表示させる。ここで、この使用者識別情報に関連してＲＡＭ３９に記憶された取り出
しおよび投入可能な被管理物２３の管理種別は、例えば使用者識別情報が一般職員である
場合と管理職員である場合とで異なる。
【００５１】
　上記の表示にしたがって、使用者が、取り出しあるいは投入する被管理物２３の管理種
別の選択入力を操作部３５に入力する種別情報選択入力操作を行うと、制御部３７は、管
理種別が貨幣類であるか否かを判定する。管理種別が貨幣類である場合には、取り出しで
あるか投入であるかの入出識別と金額データの入力を促す表示を表示部３６に表示させて
、入出識別および金額データの入力を待つ。操作部３５のキーボード４１に入出識別およ
び金額データの入力が行われると、制御部３７は、ＲＡＭ３９に記憶されている、それま
での在高データと、操作部３５に今回入力された貨幣類の入出識別および金額データとに
基づいて、保管体２１（Ｂ），２１（Ｃ），２１（Ｈ）内に保管される貨幣類、つまり重
要物管理装置１１内に保管される貨幣類の在高データを計算し、この計算値をＲＡＭ３９
に新たな在高データとして更新記憶するとともに送受信部４３から出納機１５の送受信部
８０に送信データとして送信する。つまり、操作部３５に保管体２１（Ｂ），２１（Ｃ）
，２１（Ｈ）に対する貨幣類の取り出しおよび投入の金額データが入力されると、制御部
３７は、この金額データに基づいて、ＲＡＭ３９の在高データを更新するとともに、更新
後の在高データを送受信部４３から出納機１５の送受信部８０に送信データとして送信す
る。ここで、重要物管理装置１１内に保管される貨幣類の在高データの計算値がマイナス
となる場合、つまり在高を超える取り出し金額が入力された場合には、表示部３６にアラ
ーム表示および再入力の誘導ガイダンス表示を表示させる。なお、貨幣類の取り出しの金
額データに、使用者識別情報毎に上限値を設定し、上限値以上が入力されたら表示部３６
にアラームを表示させるようにしても良い。
【００５２】
　具体的に、管理種別が貨幣類の大束紙幣であって入出識別が取り出しである場合には、
ＲＡＭ３９に記憶されている大束紙幣の在高データおよび重要物管理装置１１全体の在高
データのそれぞれから、入力された大束紙幣の金額データを減算した値を、新たな大束紙
幣の在高データおよび重要物管理装置１１全体の在高データとしてＲＡＭ３９に記憶する
とともに送受信部４３から出納機１５の送受信部８０に送信データとして送信する。また
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、入出識別が投入である場合には、ＲＡＭ３９に記憶されている大束紙幣の在高データお
よび重要物管理装置１１全体の在高データのそれぞれに、入力された大束紙幣の金額デー
タを加算した値を、新たな大束紙幣の在高データおよび重要物管理装置１１全体の在高デ
ータとしてＲＡＭ３９に記憶するとともに送受信部４３から出納機１５の送受信部８０に
送信データとして送信する。
【００５３】
　また、管理種別が貨幣類の小束紙幣であって入出識別が取り出しである場合には、ＲＡ
Ｍ３９に記憶されている小束紙幣の在高データおよび重要物管理装置１１全体の在高デー
タのそれぞれから、入力された小束紙幣の金額データを減算した値を、新たな小束紙幣の
在高データおよび重要物管理装置１１全体の在高データとしてＲＡＭ３９に記憶するとと
もに送受信部４３から出納機１５の送受信部８０に送信データとして送信する。また、入
出識別が投入である場合には、ＲＡＭ３９に記憶されている小束紙幣の在高データおよび
重要物管理装置１１全体の在高データのそれぞれに、入力された小束紙幣の金額データを
加算した値を、新たな小束紙幣の在高データおよび重要物管理装置１１全体の在高データ
としてＲＡＭ３９に記憶するとともに送受信部４３から出納機１５の送受信部８０に送信
データとして送信する。
【００５４】
　また、管理種別が貨幣類の棒金硬貨であって入出識別が取り出しである場合には、ＲＡ
Ｍ３９に記憶されている棒金硬貨の在高データおよび重要物管理装置１１全体の在高デー
タのそれぞれから、入力された棒金硬貨の金額データを減算した値を、新たな棒金硬貨の
在高データおよび重要物管理装置１１全体の在高データとしてＲＡＭ３９に記憶するとと
もに送受信部４３から出納機１５の送受信部８０に送信データとして送信する。また、入
出識別が投入である場合には、ＲＡＭ３９に記憶されている棒金硬貨の在高データおよび
重要物管理装置１１全体の在高データのそれぞれに、入力された棒金硬貨の金額データを
加算した値を、新たな棒金硬貨の在高データおよび重要物管理装置１１全体の在高データ
としてＲＡＭ３９に記憶するとともに、送受信部４３から出納機１５の送受信部８０に送
信データとして送信する。
【００５５】
　また、管理種別が貨幣類のバラ紙幣であって入出識別が取り出しである場合には、ＲＡ
Ｍ３９に記憶されているバラ紙幣の在高データおよび重要物管理装置１１全体の在高デー
タのそれぞれから、入力されたバラ紙幣の金額データを減算した値を、新たなバラ紙幣の
在高データおよび重要物管理装置１１全体の在高データとしてＲＡＭ３９に記憶するとと
もに送受信部４３から出納機１５の送受信部８０に送信データとして送信する。また、入
出識別が投入である場合には、ＲＡＭ３９に記憶されているバラ紙幣の在高データおよび
重要物管理装置１１全体の在高データのそれぞれに、入力されたバラ紙幣の金額データを
加算した値を、新たなバラ紙幣の在高データおよび重要物管理装置１１全体の在高データ
としてＲＡＭ３９に記憶するとともに送受信部４３から出納機１５の送受信部８０に送信
データとして送信する。
【００５６】
　また、管理種別が貨幣類のバラ硬貨であって入出識別が取り出しである場合には、ＲＡ
Ｍ３９に記憶されているバラ硬貨の在高データおよび重要物管理装置１１全体の在高デー
タのそれぞれから、入力されたバラ硬貨の金額データを減算した値を、新たなバラ硬貨の
在高データおよび重要物管理装置１１全体の在高データとしてＲＡＭ３９に記憶するとと
もに送受信部４３から出納機１５の送受信部８０に送信データとして送信する。また、入
出識別が投入である場合には、ＲＡＭ３９に記憶されているバラ硬貨の在高データおよび
重要物管理装置１１全体の在高データのそれぞれに、入力されたバラ硬貨の金額データを
加算した値を、新たなバラ硬貨の在高データおよび重要物管理装置１１全体の在高データ
としてＲＡＭ３９に記憶するとともに送受信部４３から出納機１５の送受信部８０に送信
データとして送信する。
【００５７】
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　また、管理種別が金券であって入出識別が取り出しである場合には、ＲＡＭ３９に記憶
されている金券の在高データおよび重要物管理装置１１全体の在高データのそれぞれから
、入力された金券の金額データを減算した値を、新たな金券の在高データおよび重要物管
理装置１１全体の在高データとしてＲＡＭ３９に記憶するとともに送受信部４３から出納
機１５の送受信部８０に送信データとして送信する。また、入出識別が投入である場合に
は、ＲＡＭ３９に記憶されている金券の在高データおよび重要物管理装置１１全体の在高
データのそれぞれに、入力された金券の金額データを加算した値を、新たな金券の在高デ
ータおよび重要物管理装置１１全体の在高データとしてＲＡＭ３９に記憶するとともに送
受信部４３から出納機１５の送受信部８０に送信データとして送信する。
【００５８】
　出納機１５においては、上記した新たな大束紙幣の在高データおよび重要物管理装置１
１全体の在高データからなる送信データを送受信部８０で受信すると、制御部７７が、Ｒ
ＡＭ７９の管理装置在高記憶領域８６の大束紙幣の在高データおよび重要物管理装置１１
全体の在高データを受信したものに置き換えて更新する。同様に、新たな小束紙幣の在高
データおよび重要物管理装置１１全体の在高データからなる送信データを送受信部８０で
受信すると、制御部７７は、ＲＡＭ７９の管理装置在高記憶領域８６の小束紙幣の在高デ
ータおよび重要物管理装置１１全体の在高データを受信したものに置き換えて更新する。
同様に、新たな棒金硬貨の在高データおよび重要物管理装置１１全体の在高データからな
る送信データを送受信部８０で受信すると、制御部７７は、ＲＡＭ７９の管理装置在高記
憶領域８６の棒金硬貨の在高データおよび重要物管理装置１１全体の在高データを受信し
たものに置き換えて更新する。同様に、新たなバラ紙幣の在高データおよび重要物管理装
置１１全体の在高データからなる送信データを送受信部８０で受信すると、制御部７７は
、ＲＡＭ７９の管理装置在高記憶領域８６のバラ紙幣の在高データおよび重要物管理装置
１１全体の在高データを受信したものに置き換えて更新する。同様に、新たなバラ硬貨の
在高データおよび重要物管理装置１１全体の在高データからなる送信データを送受信部８
０で受信すると、制御部７７は、ＲＡＭ７９の管理装置在高記憶領域８６のバラ硬貨の在
高データおよび重要物管理装置１１全体の在高データを受信したものに置き換えて更新す
る。同様に、新たな金券の在高データおよび重要物管理装置１１全体の在高データからな
る送信データを送受信部８０で受信すると、制御部７７は、ＲＡＭ７９の管理装置在高記
憶領域８６の金券の在高データおよび重要物管理装置１１全体の在高データを受信したも
のに置き換えて更新する。
【００５９】
　このように、重要物管理装置１１において、操作部３５に入力された貨幣類の取り出し
および投入の金額データに基づいて制御部３７がＲＡＭ３９の在高データを更新するとと
もに、送受信部４３が更新後の在高データを送信データとして出納機１５に送信すると、
出納機１５において、送受信部８０が受信した送信データに基づいて制御部７７がＲＡＭ
７９の管理装置在高記憶領域８６に記憶されている重要物管理装置１１の在高データを更
新する。これにより、ＲＡＭ３９に記憶される重要物管理装置１１の在高データと、ＲＡ
Ｍ７９に記憶される重要物管理装置１１の在高データとを連携させて一致させる。つまり
、重要物管理装置１１の操作部３５、制御部３７および送受信部４３と、出納機１５の送
受信部８０および制御部７７とが、ＲＡＭ３９，７９に記憶される重要物管理装置１１の
在高データを連携させて一致させる。
【００６０】
　また、出納機１５は、出納機１５自体の出金データおよび入金データに基づいてＲＡＭ
７９の出納機在高記憶領域８５に記憶されている出納機１５内の在高データを更新するこ
とは勿論、窓口機１７の出金データおよび入金データからなる送信データに基づいてＲＡ
Ｍ７９の窓口機在高記憶領域８７に記憶されている各窓口機１７内の在高データを更新す
ることで、各窓口機１７に記憶される各窓口機１７の在高データと、ＲＡＭ７９の窓口機
在高記憶領域８７に記憶される各窓口機１７の在高データとを連携させて一致させる。同
様に、ＡＴＭ１９の出金データおよび入金データからなる送信データに基づいてＲＡＭ７
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９のＡＴＭ在高記憶領域８８に記憶されている各ＡＴＭ１９の在高データを更新すること
で、各ＡＴＭ１９に記憶される各ＡＴＭ１９の在高データと、ＲＡＭ７９のＡＴＭ在高記
憶領域８８に記憶される各ＡＴＭ１９の在高データとを連携させて一致させる。
【００６１】
　なお、上記のように重要物管理装置１１の制御部３７が、更新後の在高データを送信デ
ータとして出納機１５に送信する以外にも、更新前後の差分データを送信データとして出
納機１５に送信するようにしても良い。この場合、出納機１５の制御部７７は、ＲＡＭ７
９の管理装置在高記憶領域８６の在高データに対し、取り出しの場合は差分データを減算
して新たな在高データとし、投入の場合は差分データを加算して新たな在高データとする
ことになる。
【００６２】
　上記した種別情報選択入力操作において使用者が操作部３５に選択入力した管理種別が
、通帳、鍵、ＩＤカードおよび鍵管理機等の貨幣類以外である場合に、重要物管理装置１
１の制御部３７は、入力された管理種別の被管理物２３を収納している保管体２１の保管
部２４に対し被管理物２３の取り出しおよび投入を許可することになる。また、選択入力
した管理種別が貨幣類である場合には、上記入出識別および金額データの入力が行われた
ことを条件に、入力された管理種別の被管理物２３を収納している保管体２１の保管部２
４に対し被管理物２３の取り出しおよび投入を許可することになる。すると、制御部３７
は、被管理物２３の取り出しおよび投入を許可した保管部２４に対しそのロック機構２７
にロック解除信号を出力してロックを解除する。
【００６３】
　以上により、制御部３７は、操作部３５に入力された使用者の特定結果である使用者識
別情報に基づいて保管体２１の保管部２４に対する被管理物２３の取り出しおよび投入の
可否を制御する。なお、この入力された管理種別の被管理物２３を収納している保管体２
１が保管部２４を複数有している場合には、それぞれのロック機構２７にロック解除信号
を出力してロックを解除することになる。
【００６４】
　ロックが解除された保管体２１の保管部２４に対して、使用者がこれを開放して、被管
理物２３の取り出しおよび投入の少なくともいずれか一方を行い、これを閉じる。すると
、この保管部２４に設けられた開閉検知センサ２８がこの保管部２４が閉状態になったこ
とを検知することになり、これにより、制御部３７は、この保管部２４に設けられたロッ
ク機構２７にロック信号を出力して保管体２１の保管部２４をロックする。なお、ロック
が解除された保管体２１が保管部２４を複数有している場合には、すべての保管部２４が
閉状態になったことを各開閉検知センサ２８で検出すると、すべての保管部２４のロック
機構２７にロック信号を出力してこれらをロックすることになる。今回の入出処理にてロ
ックを解除した保管体２１をすべてロックすると、今回の入出処理を終了する。
【００６５】
　なお、貨幣類の取り出しおよび投入に伴うＲＡＭ３９の在高データの更新記憶のタイミ
ングおよび出納機１５への送信のタイミングは、上記では、操作部３５に入出識別および
金額データの入力が行われた時点としたが、この入力後に対応する保管部２４が開状態に
なった後に閉状態になったことを開閉検知センサ２８で検出した時点、つまり貨幣類が取
り出されたと判断した時点としても良い。また、送信データを受信した出納機１５のＲＡ
Ｍ７９における保管体２１の在高データの更新のタイミングは、上記では送信データを受
信した時点としたが、送信データを受信して一時記憶しておき、予め設定された時刻に更
新を行うようにしても良い。加えて、送信データを重要物管理装置１１に一時記憶してお
き、出納機１５側からの要求で重要物管理装置１１から出納機１５に送信するようにして
も良い。
【００６６】
　重要物管理装置１１において、上記のようにして保管体２１の保管部２４の開閉が行わ
れると、制御部３７は、開閉が行われた保管部２４に対してＩＣタグリーダ３０でＩＣタ
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グ２９から識別情報を読み取り、この識別情報に基づく保管部２４内の被管理物２３の残
存状況を日時情報および使用者識別情報とともにＲＡＭ３９に記憶する。制御部３７は、
この残存状況と、ＲＡＭ３９に記憶されている今回の開閉の直前の保管部２４内の被管理
物２３の残存状況とから、保管体２１の被管理物２３の保管の有無である、開閉された保
管部２４の被管理物２３の装置外への取り出しおよび装置への投入の判定を行い、判定結
果を表示部３６に表示させる。つまり、制御部３７は、いずれの識別情報を有する被管理
物２３が取り出されたか、あるいは投入されたかを判定し、日時情報および使用者識別情
報とともにＲＡＭ３９に記憶するとともに、被管理物２３の識別情報と、取り出されたか
、投入されたかの区別とを表示部３６に表示させる。なお、このとき、制御部３７は、保
管体２１のいずれかに、対応する管理種別とは異なる管理種別の被管理物２３が保管され
ている場合には、保管体２１に異種の被管理物２３が保管されている旨をこの保管体２１
の識別情報とともに表示部３６に表示させ、アラームを発生させる。
【００６７】
　なお、取り出されたり投入されたりするものが、大束紙幣である場合、保管部２４（Ｂ
）から大束収納袋２３（ｂ）が取り出されたり投入されたりすることなく、大束収納袋２
３（ｂ）から大束紙幣だけが取り出されたり、大束収納袋２３（ｂ）に大束紙幣だけが追
加で投入されたりする場合もある。同様に、取り出されたり投入されたりするものが、小
束紙幣である場合、保管部２４（Ｂ）から小束収納袋２３（ｃ）が取り出されたり投入さ
れたりすることなく、小束収納袋２３（ｃ）から小束紙幣だけが取り出されたり、小束収
納袋２３（ｃ）に小束紙幣だけが追加で投入されたりする場合もある。同様に、取り出さ
れたり投入されたりするものが、棒金硬貨である場合、保管部２４（Ｂ）から棒金収納袋
２３（ｄ）が取り出されたり投入されたりすることなく、棒金収納袋２３（ｄ）から棒金
硬貨だけが取り出されたり、棒金収納袋２３（ｄ）に棒金だけが追加で投入されたりする
場合もある。同様に、取り出されたり投入されたりするものが、バラ紙幣である場合、保
管部２４（Ｂ）から紙幣収納袋２３（ｏ）が取り出されたり投入されたりすることなく、
紙幣収納袋２３（ｏ）からバラ紙幣だけが取り出されたり、紙幣収納袋２３（ｏ）にバラ
紙幣だけが追加で投入されたりする場合もある。
【００６８】
　制御部３７は、ＲＡＭ３９に記憶された上記の情報を、任意のタイミングでの操作部３
５への入出管理の操作入力により、日時情報別に表示部３６に表示させるようになってい
る。
【００６９】
　例えば、制御部３７は、操作部３５へ任意のタイミングで別途照会操作入力が行われて
、保管体２１（あるいは管理種別）の指定操作入力が行われると、指定された保管体２１
（あるいは管理種別）について、それまでＩＣタグリーダ３０でＩＣタグ２９から読み取
った識別情報に基づいてＲＡＭ３９に記憶されている、その時点での被管理物２３の各識
別情報毎の保管の有無を判定して、その判定結果、つまりいずれの識別情報の被管理物２
３が保管されていて、いずれの識別情報の被管理物２３が取り出されているかを表示部３
６に表示させる。あるいは、その時点でＩＣタグリーダ３０でＩＣタグ２９を読み込んで
、被管理物２３の各識別情報毎の保管の有無を判定して、その判定結果を表示部３６に表
示させる。
【００７０】
　また、制御部３７は、操作部３５へ任意のタイミングで別途照会操作入力が行われて、
被管理物２３の識別情報の指定操作入力が行われると、それまでＩＣタグリーダ３０でＩ
Ｃタグ２９から読み取った識別情報に基づいてＲＡＭ３９に記憶されている、その時点で
の被管理物２３の保管の有無を判定して、その判定結果、つまりこの被管理物２３が保管
されているか取り出されているかを表示部３６に表示させる。あるいは、その時点でＩＣ
タグリーダ３０でＩＣタグ２９を読み込んで、被管理物２３の保管の有無を判定して、そ
の判定結果を表示部３６に表示させる。
【００７１】
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　また、操作部３５への操作入力で、ダイヤグラム作成プログラムの実行が指定されると
、制御部３７は、操作部３５への操作入力に基づいて、被管理物２３の保管状況を時系列
で示すダイヤグラムを各保管体２１毎に作成することになり、このダイヤグラムをＲＡＭ
３９に記憶する。
【００７２】
　そして、制御部３７は、所定の時間間隔で、ダイヤグラムによる被管理物２３の保管状
況と、それまでＩＣタグリーダ３０でＩＣタグ２９から読み取った識別情報に基づいてＲ
ＡＭ３９に記憶されている、その時点での被管理物２３の各識別情報毎の保管の有無であ
る保管状況との一致を判断する判断処理を行い、両保管状況に相違がある場合に、その旨
を、表示部３６に表示するとともに管理者の携帯電話５１および管理ＰＣ５２にメールで
送信する。これにより、保管状況の相違解消を促すことになる。
【００７３】
　つまり、例えば、ダイヤグラム上、営業開始前の所定の時刻までに鍵管理機２３（ｈ）
が保管体２１（Ｆ）の保管部２４（Ｆ）から取り出されていなければならない場合に、こ
の所定の時刻までに鍵管理機２３（ｈ）が保管体２１（Ｆ）の保管部２４（Ｆ）から取り
出されていないという不一致があれば、その旨を表示部３６に表示するとともに管理者の
携帯電話５１および管理ＰＣ５２にメールで送信する。また、ダイヤグラム上、営業終了
後の所定の時刻までに鍵管理機２３（ｈ）が保管体２１（Ｆ）の保管部２４（Ｆ）に投入
されていなければならない場合に、この所定の時刻までに鍵管理機２３（ｈ）が保管体２
１（Ｆ）の保管部２４（Ｆ）に投入されていないという不一致があれば、その旨を表示部
３６に表示するとともに管理者の携帯電話５１および管理ＰＣ５２にメールで送信する。
同様にして、ダイヤグラム上、営業終了後の所定の時刻までにすべての鍵２３（ｆ）が保
管体２１（Ｄ）の保管部２４（Ｄ）に投入されていなければならない場合に、この所定の
時刻までにすべての鍵２３（ｆ）が保管体２１（Ｄ）の保管部２４（Ｄ）に投入されてい
ないという不一致があれば、その旨を表示部３６に表示するとともに管理者の携帯電話５
１および管理ＰＣ５２にメールで送信する。また、ダイヤグラム上、営業終了後の所定の
時刻までにすべてのＩＤカード２３（ｇ）が保管体２１（Ｅ）の保管部２４（Ｅ）に投入
されていなければならない場合に、この所定の時刻までにすべてのＩＤカード２３（ｇ）
が保管体２１（Ｅ）の保管部２４（Ｅ）に投入されていないという不一致があれば、その
旨を表示部３６に表示するとともに管理者の携帯電話５１および管理ＰＣ５２にメールで
送信する。また、営業開始前の所定の時刻までに本店に配送されるべき被管理物２３が保
管体２１の保管部２４から取り出されていなければならない場合に、この所定の時刻まで
にこの被管理物２３が保管体２１の保管部２４から取り出されていないという不一致があ
れば、その旨を表示部３６に表示するとともに管理者の携帯電話５１および管理ＰＣ５２
にメールで送信する。
【００７４】
　重要物管理装置１１の制御部３７は、ＲＡＭ３９に更新記憶されることになる上記の計
算結果である重要物管理装置１１内の貨幣類の在高データを、任意のタイミングでの操作
部３５への在高管理の操作入力により、表示部３６に表示させるようになっている。この
表示データは、表示時点での在高データであり、具体的には、大束紙幣が各金種何束ずつ
あるのかを示す在高データと、小束紙幣が各金種何束ずつあるのかを示す在高データと、
棒金硬貨が各金種何本ずつあるのかを示す在高データと、バラ紙幣が各金種何枚ずつある
のかを示す在高データと、バラ硬貨が各金種何枚ずつあるのかを示す在高データと、金券
が各種何枚ずつあるのかを示す在高データと、重要物管理装置１１内全体のトータルの貨
幣類の在高データとからなっている。
【００７５】
　また、出納機１５の制御部７７は、ＲＡＭ７９の出納機在高記憶領域８５に記憶されて
いる出納機１５内の貨幣類の在高データ、管理装置在高記憶領域８６に記憶されている重
要物管理装置１１内の貨幣類の在高データ、窓口機在高記憶領域８７に記憶されている各
窓口機１７内の貨幣類の在高データ、ＡＴＭ在高記憶領域８８に記憶されている各ＡＴＭ
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１９内の貨幣類の在高データ、手元管理在高記憶領域８９に記憶されている手元管理の在
高データ、およびこれらのトータルを、任意のタイミングでの操作部７５への在高管理の
操作入力により、選択的に表示部７６に表示させるようになっている。
【００７６】
　つまり、表示部７６に表示される重要物管理装置１１についての表示データは、表示時
点での在高データであり、大束紙幣が各金種何束ずつあるのかを示す在高データと、小束
紙幣が各金種何束ずつあるのかを示す在高データと、棒金硬貨が各金種何本ずつあるのか
を示す在高データと、バラ紙幣が各金種何枚ずつあるのかを示す在高データと、バラ硬貨
が各金種何枚ずつあるのかを示す在高データと、金券が各種何枚ずつあるのかを示す在高
データと、重要物管理装置１１内全体のトータルの在高データとからなっている。
【００７７】
　また、表示部７６に表示される各窓口機１７についての表示データは、各窓口機１７そ
れぞれの表示時点での在高データであり、小束紙幣が各金種何束ずつあるのかを示す在高
データと、棒金硬貨が各金種何本ずつあるのかを示す在高データと、バラ紙幣が各金種何
枚ずつあるのかを示す在高データと、バラ硬貨が各金種何枚ずつあるのかを示す在高デー
タと、金券が各種何枚ずつあるのかを示す在高データと、これらのトータルの在高データ
とからなっている。
【００７８】
　また、表示部７６に表示される各ＡＴＭ１９についての表示データは、各ＡＴＭ１９そ
れぞれの表示時点での在高データであり、バラ紙幣が各金種何枚ずつあるのかを示す在高
データと、バラ硬貨が各金種何枚ずつあるのかを示す在高データと、これらのトータルの
在高データとからなっている。
【００７９】
　以上に述べた第１実施形態の重要物管理システム１によれば、重要物管理装置１１に設
けられた操作部３５、制御部３７および送受信部４３と、出納機１５に設けられた送受信
部８０および制御部７７とが、重要物管理装置１１のＲＡＭ３９に記憶される重要物管理
装置１１の在高データと、出納機１５のＲＡＭ７９に記憶される重要物管理装置１１の在
高データとを連携させて一致させるため、重要物管理装置１１および出納機１５のいずれ
か一方で重要物管理装置１１の貨幣類の在高データを手直しすれば、他方は自動的に一致
した重要物管理装置１１の貨幣類の在高データとなる。したがって、手間をかけることな
く重要物管理装置１１の貨幣類の在高データを重要物管理装置１１および出納機１５の両
方で管理することができる。
【００８０】
　具体的に、重要物管理装置１１において、操作部３５に、保管体２１（Ｂ）内の大束紙
幣、小束紙幣、棒金硬貨およびバラ紙幣と、保管体２１（Ｃ）内のバラ硬貨と、保管体２
１（Ｈ）内の金券とに対する取り出しおよび投入の金額データが入力されると、制御部３
７は、ＲＡＭ３９に記憶されている保管体２１（Ｂ），２１（Ｃ），２１（Ｈ）の在高デ
ータをこの金額データに基づいて更新する。そして、制御部３７は、送受信部４３を介し
て、更新後の保管体２１（Ｂ），２１（Ｃ），２１（Ｈ）の在高データ（保管体２１（Ｂ
），２１（Ｃ），２１（Ｈ）の在高データの更新前後の差分データでも可）を送信データ
として出納機１５に送信することになり、出納機１５は、送受信部８０がこの送信データ
を受信する。すると、出納機１５は、制御部７７がこの送信データに基づいてＲＡＭ７９
に記憶されている保管体２１（Ｂ），２１（Ｃ），２１（Ｈ）の在高データを更新する。
このように、重要物管理装置１１側で貨幣類の取り出しおよび投入の金額データを入力す
れば、ＲＡＭ３９に記憶される保管体２１（Ｂ），２１（Ｃ），２１（Ｈ）の在高データ
とＲＡＭ７９に記憶される保管体２１（Ｂ），２１（Ｃ），２１（Ｈ）の在高データとが
更新されるため、手間をかけることなく重要物管理装置１１の貨幣類の在高データを重要
物管理装置１１および出納機１５の両方で管理することができる。
【００８１】
　また、被管理物２３が貨幣類である場合に保管体２１（Ｂ），２１（Ｃ），２１（Ｈ）
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に対する貨幣類の取り出しおよび投入の金額データが操作部３５により入力されると、こ
の入力された貨幣類の金額データに基づいて保管体２１（Ｂ），２１（Ｃ），２１（Ｈ）
内に保管される貨幣類の在高データを制御部３７が計算し記憶する。そして、必要により
、この計算結果を表示部３６に表示する。したがって、貨幣類の在高管理を容易に行うこ
とができる。
【００８２】
　また、重要物管理装置１１は、操作部３５に使用者識別情報が入力されると、制御部３
７は、使用者を特定し、この特定結果に基づいて保管体２１に対する被管理物２３の取り
出しおよび投入の可否を制御する。一方で、ＩＣタグリーダ３０が、保管体２１の被管理
物２３の保管の有無を判定すると、制御部３７は、この判定結果を表示部３６に表示する
。そして、重要物管理装置１１は、上記した保管体２１を管理種別毎に有してフロア４上
に設置されることにより、金庫室の代わりに重要物を管理することができるため、専用の
金庫室を建屋２に構築する場合と比べて、コストを大幅に低減することができる。また、
フロア４に設置されることから、衆人監視環境への設置や、設置先の部屋を監視する監視
カメラシステムでの共用監視が可能となり、専用の監視カメラシステムを不要とすること
ができる。よって、この点からもコストを低減することができる。
【００８３】
　また、管理種別毎の保管体２１が、それぞれコンポーネント化されており、複数個の保
管体２１が選択的に組み合わせられて構成されるため、顧客毎に異なる要望に応じた管理
種別の保管体２１を装備することが容易にできる。しかも、管理種別の保管体２１を重要
物管理装置１１内において顧客が要望する任意の位置に設置することができる。
【００８４】
　また、大きい保管体２１の一つと、小さい保管体２１を複数組み合わせたものとが同じ
大きさとなるため、大きさの異なる保管体２１を容易に装備することができる。よって、
上記のように、大きな鍵管理機２３（ｈ）を大きな保管体２１に、小さい通帳収納袋２３
（ａ）を小型の保管体２１に保管する等、顧客の要望に応じて効率良く被管理物２３を保
管することができる。
【００８５】
　また、操作部３５、表示部３６および制御部３７を含む制御ユニット４０が、コンポー
ネント化されており、この制御ユニット４０に複数個の保管体２１が選択的に組み合わせ
られて構成されるため、制御ユニット４０をも容易に装備することができる。しかも、制
御ユニット４０を重要物管理装置１１内において顧客が要望する任意の位置に設置するこ
とができる。
【００８６】
　また、保管体２１が耐火構造であるため、火災があっても被管理物２３を保管すること
ができる。
【００８７】
　また、制御部３７が、ダイヤグラムによる被管理物２３の保管状況とＩＣタグリーダ３
０の判定による被管理物２３の保管状況との一致を判断する判断処理を行い、両保管状況
に相違がある場合にその旨を表示部３６に表示するため、被管理物２３の取り出しおよび
投入のタイミングの異常発生を表示部３６を見た人に認識させることができる。つまり、
被管理物２３は、その用途および目的によって保管／使用の時間帯がそれぞれ異なるもの
があるが、このような場合でも、ダイヤグラムと相違して現在保管されているべき被管理
物２３が取り出されていないか、逆に現在使用されているべき被管理物２３が保管された
ままになっていないかを、ほぼリアルタイムに認識でき、その対象となる被管理物２３も
容易に特定できる。
【００８８】
　また、判断処理にて両保管状況に相違がある場合に、制御部３７が、携帯電話５１およ
び管理ＰＣ５２を介してその旨を管理者に報知するため、被管理物２３の取り出しおよび
投入のタイミングの異常発生を管理者に認識させることができる。したがって、管理者は
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速やかに担当者へ是正の処置を行わせることができる。
【００８９】
　また、制御部３７が、保管体２１に設けられたＩＣタグリーダ３０による、被管理物２
３に設けられたＩＣタグ２９の読み出しの有無により、保管体２１の被管理物２３の保管
の有無を判定するため、保管体２１の被管理物２３の保管の有無を正確に管理することが
できる。しかも、所定の管理種別の保管体２１に、所定とは異なる管理種別の被管理物２
３が保管されていないか等をも判定できる。
【００９０】
　本発明の第２実施形態に係る重要物管理システムを、第１実施形態との相違部分を中心
に以下に説明する。第２実施形態に係る重要物管理システム１は、第１実施形態に対し制
御内容が主に相違している。
【００９１】
　つまり、第２実施形態において、重要物管理装置１１の入出処理の実行に当たっては、
まず、使用者が、出納機１５において操作部（出納機入力手段，出納機使用者特定手段，
在高データ連携手段）７５に使用者識別情報を入力することになる。この使用者識別情報
の入力は、キーボード８１への使用者ＩＤ番号の入力や、カードリーダ８２への使用者Ｉ
Ｄカードの走査によって行われる。使用者識別情報が入力されると、制御部（出納機入力
手段）７７が、ＲＡＭ７９と照らし合わせてこの入力された使用者識別情報と一致する使
用者識別情報がＲＡＭ７９に記憶されているか否かを判断する。制御部７７は、入力され
た使用者識別情報と一致する使用者識別情報がＲＡＭ７９に記憶されていなければ、入力
された使用者識別情報が適正でない旨を表示部７６に表示させる。
【００９２】
　制御部７７は、入力された使用者識別情報と一致する使用者識別情報がＲＡＭ７９に記
憶されていれば、使用者がこの使用者識別情報を有する使用者であることを特定すること
になり、この特定された使用者識別情報に関連付けてＲＡＭ７９に記憶されている、重要
物管理装置１１において取り出しおよび投入可能な被管理物２３の管理種別を読み出し、
これら管理種別の中から、使用者に取り出しあるいは投入する被管理物２３の管理種別の
選択入力を促す表示を表示部７６に表示させる。ここで、この使用者識別情報に関連して
ＲＡＭ７９に記憶された取り出し可能な被管理物２３の管理種別は、例えば使用者識別情
報が一般職員である場合と管理職員である場合とで異なる。
【００９３】
　上記の表示にしたがって、使用者が、取り出しあるいは投入する被管理物２３の管理種
別の選択入力を操作部７５に入力する種別情報選択入力操作を行うと、制御部７７は、管
理種別が貨幣類であるか否かを判定する。管理種別が、貨幣類である場合には、取り出し
であるか投入であるかの入出識別と金額データの入力を促す表示を表示部７６に表示させ
て、入出識別および金額データの入力を待つ。操作部７５のキーボード８１に入出識別お
よび金額データの入力が行われると、制御部７７は、ＲＡＭ７９に記憶されている、それ
までの在高データと、操作部７５に今回入力された貨幣類の入出識別および金額データと
に基づいて、保管体２１（Ｂ），２１（Ｃ），２１（Ｈ）内に保管される貨幣類、つまり
重要物管理装置１１内に保管される貨幣類の在高データを計算し、この計算値をＲＡＭ７
９の管理装置在高記憶領域８６に新たな在高データとして更新記憶するとともに送受信部
（出納機送信手段）８０から重要物管理装置１１の送受信部（管理装置受信手段）４３に
送信データとして送信する。つまり、操作部７５に保管体２１（Ｂ），２１（Ｃ），２１
（Ｈ）に対する貨幣類の取り出しおよび投入の金額データが入力されると、制御部７７は
、この金額データに基づいて、ＲＡＭ７９の在高データを更新するとともに、更新後の在
高データを、送受信部８０から重要物管理装置１１の送受信部４３に送信データとして送
信する。
【００９４】
　具体的に、管理種別が貨幣類の大束紙幣であって入出識別が取り出しである場合には、
ＲＡＭ７９の管理装置在高記憶領域８６に記憶されている大束紙幣の在高データおよび重
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要物管理装置１１全体の在高データのそれぞれから、入力された大束紙幣の金額データを
減算した値を、新たな大束紙幣の在高データおよび重要物管理装置１１全体の在高データ
として管理装置在高記憶領域８６に更新記憶するとともに、送受信部８０から重要物管理
装置１１の送受信部４３に、使用者識別情報、大束紙幣を示す管理種別、取り出しを示す
入出識別および入力された金額データと関連づけて、送信データとして送信する。また、
入出識別が投入である場合には、ＲＡＭ７９の管理装置在高記憶領域８６に記憶されてい
る大束紙幣の在高データおよび重要物管理装置１１全体の在高データのそれぞれに、入力
された大束紙幣の金額データを加算した値を、新たな大束紙幣の在高データおよび重要物
管理装置１１全体の在高データとして管理装置在高記憶領域８６に更新記憶するとともに
、送受信部８０から重要物管理装置１１の送受信部４３に、使用者識別情報、大束紙幣を
示す管理種別、投入を示す入出識別および入力された金額データと関連づけて、送信デー
タとして送信する。
【００９５】
　また、管理種別が貨幣類の小束紙幣であって入出識別が取り出しである場合には、ＲＡ
Ｍ７９の管理装置在高記憶領域８６に記憶されている小束紙幣の在高データおよび重要物
管理装置１１全体の在高データのそれぞれから、入力された小束紙幣の金額データを減算
した値を、新たな小束紙幣の在高データおよび重要物管理装置１１全体の在高データとし
て管理装置在高記憶領域８６に更新記憶するとともに、送受信部８０から重要物管理装置
１１の送受信部４３に、使用者識別情報、小束紙幣を示す管理種別、取り出しを示す入出
識別および入力された金額データと関連づけて、送信データとして送信する。また、入出
識別が投入である場合には、ＲＡＭ７９の管理装置在高記憶領域８６に記憶されている小
束紙幣の在高データおよび重要物管理装置１１全体の在高データのそれぞれに、入力され
た小束紙幣の金額データを加算した値を、新たな小束紙幣の在高データおよび重要物管理
装置１１全体の在高データとして管理装置在高記憶領域８６に更新記憶するとともに、送
受信部８０から重要物管理装置１１の送受信部４３に、使用者識別情報、小束紙幣を示す
管理種別、投入を示す入出識別および入力された金額データと関連づけて、送信データと
して送信する。
【００９６】
　また、管理種別が貨幣類の棒金硬貨であって入出識別が取り出しである場合には、ＲＡ
Ｍ７９の管理装置在高記憶領域８６に記憶されている棒金硬貨の在高データおよび重要物
管理装置１１全体の在高データのそれぞれから、入力された棒金硬貨の金額データを減算
した値を、新たな棒金硬貨の在高データおよび重要物管理装置１１全体の在高データとし
て管理装置在高記憶領域８６に更新記憶するとともに、送受信部８０から重要物管理装置
１１の送受信部４３に、使用者識別情報、棒金硬貨を示す管理種別、取り出しを示す入出
識別および入力された金額データと関連づけて、送信データとして送信する。また、入出
識別が投入である場合には、ＲＡＭ７９の管理装置在高記憶領域８６に記憶されている棒
金硬貨の在高データおよび重要物管理装置１１全体の在高データのそれぞれに、入力され
た棒金硬貨の金額データを加算した値を、新たな棒金硬貨の在高データおよび重要物管理
装置１１全体の在高データとして管理装置在高記憶領域８６に更新記憶するとともに、送
受信部８０から重要物管理装置１１の送受信部４３に、使用者識別情報、棒金硬貨を示す
管理種別、投入を示す入出識別および入力された金額データと関連づけて、送信データと
して送信する。
【００９７】
　また、管理種別が貨幣類のバラ紙幣であって入出識別が取り出しである場合には、ＲＡ
Ｍ７９の管理装置在高記憶領域８６に記憶されているバラ紙幣の在高データおよび重要物
管理装置１１全体の在高データのそれぞれから、入力されたバラ紙幣の金額データを減算
した値を、新たなバラ紙幣の在高データおよび重要物管理装置１１全体の在高データとし
て管理装置在高記憶領域８６に更新記憶するとともに、送受信部８０から重要物管理装置
１１の送受信部４３に、使用者識別情報、バラ紙幣を示す管理種別、取り出しを示す入出
識別および入力された金額データと関連づけて、送信データとして送信する。また、入出
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識別が投入である場合には、ＲＡＭ７９の管理装置在高記憶領域８６に記憶されているバ
ラ紙幣の在高データおよび重要物管理装置１１全体の在高データのそれぞれに、入力され
たバラ紙幣の金額データを加算した値を、新たなバラ紙幣の在高データおよび重要物管理
装置１１全体の在高データとして管理装置在高記憶領域８６に更新記憶するとともに、送
受信部８０から重要物管理装置１１の送受信部４３に、使用者識別情報、バラ紙幣を示す
管理種別、投入を示す入出識別および入力された金額データと関連づけて、送信データと
して送信する。
【００９８】
　また、管理種別が貨幣類のバラ硬貨であって入出識別が取り出しである場合には、ＲＡ
Ｍ７９の管理装置在高記憶領域８６に記憶されているバラ硬貨の在高データおよび重要物
管理装置１１全体の在高データのそれぞれから、入力されたバラ硬貨の金額データを減算
した値を、新たなバラ硬貨の在高データおよび重要物管理装置１１全体の在高データとし
て管理装置在高記憶領域８６に更新記憶するとともに、送受信部８０から重要物管理装置
１１の送受信部４３に、使用者識別情報、バラ硬貨を示す管理種別、取り出しを示す入出
識別および入力された金額データと関連づけて、送信データとして送信する。また、入出
識別が投入である場合には、ＲＡＭ７９の管理装置在高記憶領域８６に記憶されているバ
ラ硬貨の在高データおよび重要物管理装置１１全体の在高データのそれぞれに、入力され
たバラ硬貨の金額データを加算した値を、新たなバラ硬貨の在高データおよび重要物管理
装置１１全体の在高データとして管理装置在高記憶領域８６に更新記憶するとともに、送
受信部８０から重要物管理装置１１の送受信部４３に、使用者識別情報、バラ硬貨を示す
管理種別、投入を示す入出識別および入力された金額データと関連づけて、送信データと
して送信する。
【００９９】
　また、管理種別が金券であって入出識別が取り出しである場合には、ＲＡＭ７９の管理
装置在高記憶領域８６に記憶されている金券の在高データおよび重要物管理装置１１全体
の在高データのそれぞれから、入力された金券の金額データを減算した値を、新たな金券
の在高データおよび重要物管理装置１１全体の在高データとして管理装置在高記憶領域８
６に更新記憶するとともに、送受信部８０から重要物管理装置１１の送受信部４３に、使
用者識別情報、金券を示す管理種別、取り出しを示す入出識別および入力された金額デー
タと関連づけて、送信データとして送信する。また、入出識別が投入である場合には、Ｒ
ＡＭ７９の管理装置在高記憶領域８６に記憶されている金券の在高データおよび重要物管
理装置１１全体の在高データのそれぞれに、入力された金券の金額データを加算した値を
、新たな金券の在高データおよび重要物管理装置１１全体の在高データとして管理装置在
高記憶領域８６に更新記憶するとともに、送受信部８０から重要物管理装置１１の送受信
部４３に、使用者識別情報、金券を示す管理種別、投入を示す入出識別および入力された
金額データと関連づけて、送信データとして送信する。
【０１００】
　以上により、出納機１５は、操作部７５に入力された使用者識別情報に基づいて制御部
７７が使用者を特定することになり、操作部７５には金額データが管理種別毎に入力され
、送受信部８０は、使用者識別情報に関連付けて管理種別毎の金額データを送信データと
して重要物管理装置１１に送信することになる。
【０１０１】
　上記した大束紙幣の在高データ、重要物管理装置１１全体の在高データ、使用者識別情
報、大束紙幣を示す管理種別、入出識別および入力された金額データからなる送信データ
を送受信部４３で受信すると、重要物管理装置１１の制御部（管理装置更新手段）３７は
、この送信データを仮のデータとしてＲＡＭ３９に一時記憶させる。同様に、小束紙幣の
在高データ、重要物管理装置１１全体の在高データ、使用者識別情報、小束紙幣を示す管
理種別、入出識別および入力された金額データからなる送信データを送受信部４３で受信
すると、重要物管理装置１１の制御部３７は、この送信データを仮のデータとしてＲＡＭ
３９に一時記憶させる。同様に、棒金硬貨の在高データ、重要物管理装置１１全体の在高
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データ、使用者識別情報、棒金硬貨を示す管理種別、入出識別および入力された金額デー
タからなる送信データを送受信部４３で受信すると、重要物管理装置１１の制御部３７は
、この送信データを仮のデータとしてＲＡＭ３９に一時記憶させる。同様に、バラ紙幣の
在高データ、重要物管理装置１１全体の在高データ、使用者識別情報、バラ紙幣を示す管
理種別、入出識別および入力された金額データからなる送信データを送受信部４３で受信
すると、重要物管理装置１１の制御部３７は、この送信データを仮のデータとしてＲＡＭ
３９に一時記憶させる。同様に、バラ硬貨の在高データ、重要物管理装置１１全体の在高
データ、使用者識別情報、バラ硬貨を示す管理種別、入出識別および入力された金額デー
タからなる送信データを送受信部４３で受信すると、重要物管理装置１１の制御部３７は
、この送信データを仮のデータとしてＲＡＭ３９に一時記憶させる。同様に、金券の在高
データ、重要物管理装置１１全体の在高データ、使用者識別情報、金券を示す管理種別、
入出識別および入力された金額データからなる送信データを送受信部４３で受信すると、
重要物管理装置１１の制御部３７は、この送信データを仮のデータとしてＲＡＭ３９に一
時記憶させる。重要物管理装置１１全体の在高データの仮のデータは、管理種別に関わら
ず共通であり、送信データを受信すると順次更新されるようになっている。
【０１０２】
　重要物管理装置１１においては、第１実施形態と同様、入出処理に当たって、使用者が
操作部（選択入力手段）３５に使用者識別情報を入力することになる。制御部３７は、入
力された使用者識別情報と一致する使用者識別情報がＲＡＭ３９に記憶されていれば、使
用者がこの使用者識別情報を有する使用者であることを特定することになり、この特定さ
れた使用者識別情報を有してＲＡＭ３９に一時記憶されている、出納機１５からの送信デ
ータである被管理物２３の管理種別および金額データを含む仮データを読み出して表示部
３６に表示させるとともに、使用者にこれらの情報の中から取り出す被管理物２３の管理
種別の選択入力を促す表示を表示部３６に表示させる。つまり、同じ使用者識別情報を有
してＲＡＭ３９に一時記憶されている仮データに、異なる管理種別が複数ある場合、これ
らを選択できるようにそれぞれの金額データとともに表示部３６に表示させる。なお、大
束紙幣、小束紙幣、棒金硬貨およびバラ紙幣は、同じ保管体２１（Ｂ）に収納されている
ため、同時に選択可能であり、これとは別の保管体２１（Ｃ）に収納されているバラ硬貨
と、保管体２１（Ｈ）に収納されている金券とについては、別々に選択可能になっている
。
【０１０３】
　上記の表示にしたがって、使用者が、取り出す被管理物２３の管理種別の選択入力を操
作部３５に入力する種別情報選択入力操作を行うと、制御部３７は、入力された管理種別
の被管理物２３を収納している保管体２１の保管部２４に対し被管理物２３の取り出しお
よび投入を許可することになり、被管理物２３の取り出しおよび投入を許可した保管部２
４に対しそのロック機構２７にロック解除信号を出力してロックを解除する。
【０１０４】
　ロックが解除された保管体２１の保管部２４に対して、使用者がこれを開放して、表示
部３６に表示された金額データおよび入出識別にしたがって、被管理物２３の取り出しお
よび投入の少なくともいずれか一方を行い、これを閉じる。すると、この保管部２４に設
けられた開閉検知センサ２８がこの保管部２４が閉状態になったことを検知することにな
り、これにより、制御部３７は、この保管部２４に設けられたロック機構２７にロック信
号を出力して保管体２１の保管部２４をロックする。なお、ロックが解除された保管体２
１が保管部２４を複数有している場合には、すべての保管部２４が閉状態になったことを
各開閉検知センサ２８で検出すると、すべての保管部２４のロック機構２７にロック信号
を出力してこれらをロックすることになる。
【０１０５】
　このようにして、表示部３６に表示された管理種別の選択入力と、入力された管理種別
を持った被管理物２３の取り出しおよび投入の少なくともいずれか一方との組み合わせの
作業が、表示部３６に表示されたものすべてについて順次行われることになる。その際に
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、使用者は表示された管理種別と金額データとに基づいて取り出しあるいは投入を行う。
なお、制御部３７は、保管場所である保管部２４が開状態から閉状態になったことが検出
された管理種別、つまり取り出しあるいは投入が行われた管理種別については、表示部３
６の選択項目から消去する。よって、表示部３６からすべての管理種別が消去されると、
入出処理が完了したと使用者は判断する。
【０１０６】
　以上により、重要物管理装置１１は、操作部３５に入力された使用者識別情報に基づい
て制御部３７が使用者を特定すると、表示部３６が、出納機１５の送信データから当該使
用者識別情報に関連付けられた管理種別毎の金額データを表示することになり、操作部３
５に、表示部３６に表示された管理種別の中から管理種別が選択入力される。そして、制
御部３７は、操作部３５に入力された管理種別に基づいて保管体２１の保管部２４に対す
る被管理物２３の取り出しおよび投入の可否を制御する。なお、この入力された管理種別
の被管理物２３を収納している保管体２１が保管部２４を複数有している場合には、それ
ぞれのロック機構２７にロック解除信号を出力してロックを解除することになる。
【０１０７】
　上記において、制御部３７は、保管体２１の開閉検知センサ２８が保管部２４が開状態
になった後に閉状態になったことを検知すると、ＲＡＭ３９に一時記憶されていた仮のデ
ータを、管理種別毎の在高データおよび重要物管理装置１１全体の在高データとして置き
換えて重要物管理装置１１のＲＡＭ３９に更新記憶する。
【０１０８】
　例えば、保管体２１（Ｂ）の開閉検知センサ２８（Ｂ）が保管部２４（Ｂ）が開状態に
なった後に閉状態になったことを検知すると、ＲＡＭ３９に一時記憶されていた仮の大束
紙幣の在高データがあれば、これをＲＡＭ３９の大束紙幣の正規の在高データに置き換え
て正規の在高データを更新するとともに、仮の大束紙幣の在高データを消去する。同様に
、ＲＡＭ３９に一時記憶されていた仮の小束紙幣の在高データがあれば、これをＲＡＭ３
９の小束紙幣の正規の在高データに置き換えて正規の在高データを更新し、仮の小束紙幣
の在高データを消去する。同様に、ＲＡＭ３９に一時記憶されていた仮の棒金硬貨の在高
データがあれば、これをＲＡＭ３９の棒金硬貨の正規の在高データに置き換えて正規の在
高データを更新し、仮の棒金硬貨の在高データを消去する。同様に、ＲＡＭ３９に一時記
憶されていた仮のバラ紙幣の在高データがあれば、これをＲＡＭ３９のバラ紙幣の正規の
在高データに置き換えて正規の在高データを更新し、仮のバラ紙幣の在高データを消去す
る。
【０１０９】
　また、例えば、保管体２１（Ｃ）の開閉検知センサ２８（Ｃ）が保管部２４（Ｃ）が開
状態になった後に閉状態になったことを検知すると、ＲＡＭ３９に一時記憶されていた仮
のバラ硬貨の在高データを、正規のバラ硬貨の在高データとして置き換えてＲＡＭ３９に
更新記憶し、仮のバラ硬貨の在高データを消去する。
【０１１０】
　また、例えば、保管体２１（Ｈ）の開閉検知センサ２８（Ｈ）が保管部２４（Ｈ）が開
状態になった後に閉状態になったことを検知すると、ＲＡＭ３９に一時記憶されていた仮
の金券の在高データを、正規の金券の在高データとして置き換えてＲＡＭ３９に記憶し、
仮の金券の在高データを消去する。
【０１１１】
　また、仮のデータの中の重要物管理装置１１全体の在高データを、正規の重要物管理装
置１１全体の在高データとして置き換えてＲＡＭ３９に記憶し、仮の重要物管理装置１１
全体の在高データを消去する。
【０１１２】
　以上のように、重要物管理装置１１の制御部３７は、出納機１５からの送信データに基
づいてＲＡＭ３９に記憶されている貨幣類の在高データを更新する。
【０１１３】
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　このようにして、第２実施形態では、出納機１５において、操作部７５への入力に基づ
いて制御部７７がＲＡＭ７９の管理装置在高記憶領域８６に記憶されている重要物管理装
置１１の在高データを更新するとともに更新後の在高データを送受信部８０から送信デー
タとして送信すると、重要物管理装置１１において、送受信部４３が送信データを受信し
て制御部３７がＲＡＭ３９に記憶されている重要物管理装置１１の在高データを更新する
。これにより、ＲＡＭ３９に記憶される重要物管理装置１１の在高データと、ＲＡＭ７９
に記憶される重要物管理装置１１の在高データとを連携させて一致させる。つまり、出納
機１５の操作部７５、制御部７７および送受信部８０と、重要物管理装置１１の送受信部
４３および制御部３７とが、ＲＡＭ３９，７９に記憶される重要物管理装置１１の在高デ
ータを連携させて一致させる。
【０１１４】
　なお、出納機１５のＲＡＭ７９に記憶されている保管体２１の在高データの更新のタイ
ミングを、上記のように操作部７５への入力時点とするのではなく、重要物管理装置１１
のＲＡＭ３９に記憶されている在高データの更新のタイミングとしても良い。つまり、重
要物管理装置１１のＲＡＭ３９に記憶されている在高データを更新する際に、重要物管理
装置１１から出納機１５にも同じ更新データを送信して、この更新データに基づいてＲＡ
Ｍ７９に記憶されている保管体２１の在高データを更新するようにしても良い。
【０１１５】
　以上に述べた第２実施形態の重要物管理システムによれば、出納機１５の操作部７５に
、重要物管理装置１１の保管体２１に対する貨幣類の取り出しおよび投入の金額データが
入力されると、出納機１５の制御部７７は、ＲＡＭ７９に記憶されている保管体２１の在
高データをこの金額データに基づいて更新する。そして、出納機１５の送受信部８０が、
更新後の在高データを送信データとして重要物管理装置１１に送信することになり、重要
物管理装置１１は、送受信部４３がこの送信データを受信する。すると、重要物管理装置
１１の制御部３７がこの送信データに基づいて重要物管理装置１１のＲＡＭ３９に記憶さ
れている保管体２１の在高データを更新する。このように、出納機１５側で保管体２１に
対する貨幣類の取り出しおよび投入の金額データを入力すれば、出納機１５のＲＡＭ７９
に記憶される保管体２１の在高データと、重要物管理装置１１のＲＡＭ３９に記憶される
保管体２１の在高データとが更新されるため、手間をかけることなく重要物管理装置１１
の貨幣類の在高データを重要物管理装置１１および出納機１５の両方で管理することがで
きる。
【０１１６】
　また、出納機１５側で入力が行えるため、出納機１５において、他の入力と操作入力方
法や操作画面を共通に構成可能であり、操作性が向上する。加えて、重要物管理装置１１
側の表示部や操作部をなくすことも可能になり、このように構成すればコストを低減する
ことができる。
【０１１７】
　また、出納機１５の操作部７５に金額データが管理種別毎に入力されると、出納機１５
の制御部７７は、出納機１５のＲＡＭ７９に記憶されている保管体２１の在高データをこ
の金額データに基づいて更新する。そして、出納機１５の送受信部８０が、この管理種別
毎の金額データを、更新後の保管体２１の在高データとともに、使用者を特定する使用者
識別情報に関連付けて送信データとして重要物管理装置１１に送信することになり、重要
物管理装置１１は、その送受信部４３がこの送信データを受信する。すると、重要物管理
装置１１では、制御部３７がこの送信データに基づいてＲＡＭ３９に記憶されている保管
体２１の在高データを更新するとともに、操作部３５が入力された識別情報に基づいて使
用者を特定すると、表示部３６が、送信データから当該使用者の識別情報に関連付けられ
た管理種別毎の金額データを表示する。そして、表示部３６に表示された管理種別の中か
ら管理種別が操作部３５に選択入力されると、制御部３７が、この操作部３５に入力され
た管理種別に基づいて保管体２１に対する被管理物２３の取り出しおよび投入の可否を制
御する。よって、複数の管理種別の金額データがある場合に、使用者は、表示部３６の表
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入が可に制御された保管体２１に対して被管理物２３である貨幣類の取り出しあるいは投
入を行い、次の管理種別を選択入力して、制御部３７で被管理物２３の取り出しおよび投
入が可に制御された保管体２１に対して被管理物２３である貨幣類の取り出しあるいは投
入を行うといった作業を繰り返すことで、出納機１５に入力された複数の管理種別の貨幣
類を重要物管理装置１１にて一度に処理することができる。つまり、出納機１５への入力
と重要物管理装置１１での貨幣類の取り出しあるいは投入とを管理種別毎に繰り返す必要
がなくなる。したがって、重要物管理装置１１での貨幣類の取り出しあるいは投入作業の
作業性が大幅に向上する。
【０１１８】
　なお、以上のように出納機１５の制御部７７が、更新後の在高データを送信データとし
て重要物管理装置１１に送信する以外にも、更新前後の差分データを送信データとして重
要物管理装置１１に送信するようにしても良く、この場合、重要物管理装置１１の制御部
３７は、ＲＡＭ３９に記憶されている在高データに対し、取り出しの場合は差分データを
減算して仮の在高データとし、投入の場合は差分データを加算して仮の在高データとする
ことになる。
【符号の説明】
【０１１９】
　４　フロア
　１１　重要物管理装置
　２１　保管体（保管手段）
　２３　被管理物
　３５　操作部（管理装置使用者特定手段，管理装置入力手段，在高データ連携手段，選
択入力手段）
　３６　表示部（表示手段）
　３７　制御部（管理装置使用者特定手段，制御手段，管理装置入力手段，在高データ連
携手段，管理装置更新手段）
　３９　ＲＡＭ（管理装置記憶手段）
　４３　送受信部（管理装置送信手段，在高データ連携手段，管理装置受信手段）
　７５　操作部（出納機入力手段，出納機使用者特定手段，在高データ連携手段）
　７７　制御部（出納機更新手段，在高データ連携手段，出納機入力手段）
　７９　ＲＡＭ（出納機記憶手段）
　８０　送受信部（出納機受信手段，在高データ連携手段，出納機送信手段）
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